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子どもたちの保健の向上を支援しています
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低栄養児の治療プログラムへ対する今回の緊急支援において支援
を受けた児と両親（3人が暮らす家の前で）家庭訪問を行うためにはこのような橋を渡ることもあります

「子どもにやさしい地域保健
プロジェクト」の進捗について

ISAPHマラウイ　村井　俊康

　皆様、こんにちは。マラウイ国より、今年 2016
年 5 月の終了へ向けてラストスパートをかけている「子
どもにやさしい地域保健プロジェクト」の進捗につい
てご報告をさせていただきます。今回の報告では、成
長モニタリング（Growth Monitoring：以下 GM）及
び急性低栄養児の治療プログラムといった単語が登場
します。
　まず、GM とは定期的に対象児の身体計測を行うこ
とで児の成長をモニタリングするものです。当プロジェ
クトでは当該活動へ対する技術的な支援に加えて、当
地ヘルスワーカーの人員不足を補うためにボランティ
アを育成しています。また、GM において対象児個々
の身体計測値を記録し続けています。
　今回、我々は GM に一度も参加していない児に対す
る追跡調査を実施しました（2015 年 12 月）。調査
に先立ち、まずは当該調査の対象となる児を抽出す
る必要がありました。当時、すでに登録データ数が
950 名を超えていましたので、数が多いという問題
に対しては新しくプログラムを書いて対象児個々の参
加回数を数え上げることで対応しました。
　同調査では家庭訪問を実施しました。当初、GM へ
来ないのは距離が問題となっているのかとも予想して
いたのですが、今回の調査を実施した限りにおいては
そうでもなかったようです。挙げられた理由としては

「養育者が家事など他のことで忙しかった」「養育者が
病気だった」など。引き続き、GM の重要性について
の啓発活動等を継続したいと思います。また、両親の
出稼ぎもしくは離婚といった理由により対象児が村の
外へ移動しているという例も見られ、対象児個々を一

対一で追跡する難しさも痛感しました。いずれにせよ、
家庭訪問により対象児の生活の様子を垣間見ることは
非常に大切だと感じましたし、プロジェクトが活動を
継続する上での力にもなってくれると感じました。
　さて、実際のところ、GM が直接的に栄養改善に寄
与するのかといえば、そのようなことはありません。
直接的には寄与しない。では、国としてもなぜ継続す
るのか。養育者へ対する児の成長についてのフィード
バック及び健康教育も然ることながら、GM を継続す
る大きな意義は、必要な児を、国が実施している急性
低栄養児の治療プログラムへと拾い上げることにあり
ます。
　しかし、2015 年 11 月になり、このままでは当該
治療プログラムが上手く機能しないという事態が発生
しました。エディンゲニヘルスセンターでは同プロ
グラムで使用される治療食が在庫切れを起こし、そ
の後も供給の見通しが立たない状態でした。そこで、
ISAPH としても国際連合世界食糧計画（WFP）及び
ムジンバサウス県保健局との協働のもと同ヘルスセン
ターへ対して治療食（栄養補助食）の緊急支援を実施
しました。この支援については JICA 青年海外協力隊
員から情報をいただきつつ、必要な資金については
ONE by ONE 様から頂戴しました。ありがとうござ
いました。
　近頃、GM への参加率が 80％を超えた村が出ました。
80% というのは一つの目標でした。過去には「達成
できない」という言葉を繰り返したプロジェクト関係
者もいました。しかし、我々は達成しました。対象人
口の少ない村での出来事ではありますが、一つの村で
も参加率 80％を達成したということはプロジェクト
にとっては大きな意味があります。何よりも、今まで
はできなかったことができるようになったのですから。

マラウイからの報告
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芦北町保健センターで乳幼児健診を視察

聖マリア学院大学で講義するカブルジ氏

子どもの成長を数値で確認

「子どもにやさしい地域保健プロジェクト」

カウンターパートの本邦研修を実施

聖マリア病院国際事業部　山崎　裕章

　ISAPH が聖マリア病院と共同で実施している JICA
草の根技術協力事業マラウイ「子どもにやさしい地域
保健プロジェクト」でのカウンターパート本邦研修を
今年度も実施しました。今年度の研修員は、保健省予
防保健局の局長ストーン・カブルジ氏とムジンバ県保
健局エディンゲニ保健センターの環境保健官ラチボ・
カピト氏でした。両名は 2015 年 11 月 24 日に来日し、
12 月 2 日に帰国しました。この間、聖マリア学院大
学の国際保健講座での講義、熊本県芦北町保健センター
での乳幼児健診の視察と離乳食の試食、また同町の湯
浦保育園での給食の視察などが実施されました。
　大学の講義では、「マラウイ国の 5 歳未満児の栄養
不良の改善のための政策（予防と治療）、そして活動
内容」と題し、カブルジ氏はマラウイ国の保健指標、
栄養不良の改善のための政策と保健システムを、カピ
ト氏は保健センターで政策に沿い実施している栄養改
善のための活動内容と ISAPH との共同事業などを、デー
タや栄養不良児の写真などを紹介しながら講義しまし
た。学生数は 120 名くらいで、皆マラウイの子ども
らの栄養状態を「知ろう、学ぼう」という意識が感じ
られ、両名には非常良い機会でした。
　芦北町では、町の母子保健事業の説明を受けました。
カブルジ氏は母子保健手帳が「妊娠が確認された時」
に渡されることに驚いていました。マラウイ国でも最
近、似たような手帳が作成されたのですが、子どもの
1 カ月健診日に配布されるからです。妊娠から出産、
そして子どもの 5 歳までの健康状態が記録できる手帳
に非常に関心を示し、「何かマラウイでも導入できる
内容はあるのではないか」と芦北町で配布されている
手のひらサイズの母子手帳をいただきました。これは
全て日本語であることから、英語の記載もある手帳を
ISAPH から渡しました。
　また、4 カ月児健診では、新しい紙オムツ 1 枚での

体重測定を視察でき、衣服や濡れたオムツを身に着け
たままでの測定では、正確ではないとのコメントがあ
りました。こちらが見てほしいポイントを確認してく
れたことを嬉しく思った時でした。さらに研修員は、
意外な健診サービスに注目していました。それは、出
生時と今回の体重および身長から子どもの成長を数値
として表していたことです。これは、保健師の方が成
長具合を母親に説明する時に成長曲線より数値として
表す方が理解してもらえるとの判断から導入されたと
説明を受けました。研修員からは、自分の保健センター
でも同様に実施してみたいが、出生時の体重と身長が
未測定あるいは未記載のこともあるため、そこから改
善をしなければならい。また、健診におけるこのよう
なきめ細かいサービスの実施は人材不足によりすぐに
は難しいが、このようなサービスを行うことで母親と
のコミュニケーションが十分に取れ、指導がしやすく
なると思うともコメントしていました。
　離乳食の試食では、甘いバナナとヨーグルトの混ぜ
物以外は、砂糖や塩などが添加されていないことから「味
がない」とのコメントでした。成人が摂るのではなく、
離乳時期の乳児が摂るものであることが十分に理解さ
れていないことを再認識しました。
　ISAPH は今後もマラウイ国の保健省や県保健局と
共に、乳幼児の栄養状態の改善を行っていきます。

身長・体重をみてみましょう

今日の値

乳で大きくなりました
胃袋の大きさ 必要量
200ml × 5 回＝ 1,000ml

（飲む力、胃が小さい場合は回数で補う）

【15㎝】

【4.2㎏】

出生時の値 伸び

扌

平均

身長 － ＝

体重 － ＝
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お母さんと子どもたちの笑顔のために

　2005 年から開始された母子の健康増進を目的とし
た ISAPH と聖マリア病院によるラオス国カムアン県
セバンファイ郡での活動は、2015 年 12 月をもって
幕を閉じました。
　この 10 年余りの道のりは紆余曲折の連続でした。
開始当初は ISAPH と聖マリア病院の支援をラオス側
のカウンターパートに理解してもらえず、よく頭を抱
えたものです。特に苦労したのは、カウンターパート
の業務に対する意識を育てることです。人材育成を基
本とする国際協力の最終的な課題は、技術よりむしろ
カウンターパートの意識改革であるといっても過言で
ありません。
　私たちが重視してきたことは、相手国が必要とする
技術的な支援を行うとともに、持続発展性を担保する
ため、相手国の保健医療システムを尊重し、保健省が
定める保健政策の中で、体制の強化や向上を図るとい
うものです。5 歳未満児と母親の健康改善はラオス政
府の最重要課題であったことから、「お母さんに健康
な赤ちゃんを産んでもらい、元気に育つように」とい
う目標を掲げ、地域住民の健康増進を司る郡保健局の
職員をカウンターパートに、住民を対象とした母子保
健活動を開始しました。
　ところが活動を開始すると、郡保健局の職員から「昼
食を出してほしい」「交通費が出ない」等いろいろな
不満があがり、それに対し否定的な回答をすると、そ
の返事が「自分たちはこんなに ISAPH の活動を支援
しているのに」という文句でした。郡保健局が行うべ
き活動を支援しているのは我々です。彼らには、自分
たちがなすべき役割の認識がありませんでした。そん
なカウンターパートの態度に大きな変化が見られるよ
うになったのは、活動開始から 3 年が過ぎた頃でした。
活動に参加する意義を住民が理解しはじめ、参加者が
増えてきたことが、郡保健局カウンターパートの心の
刺激となったようです。
　当初住民は、郡保健局職員や村長から参加するよう
言われたから参加するといった消極的な姿勢でした。
そこで、妊産婦健診の結果や乳幼児の発育状況に問題
が見られた者への健康指導を強化し、健康教育におい
ても「分かり易く、興味が持てる」教育内容の実践に
努めた結果、母親の姿勢が変わってきました。農繁期
でも朝早くからお母さんと子どもが来るようになり、
ロールプレイやゲームを盛り込んだ住民参加型の健康
教育にも率先して参加するようになったことで、自分

たちが何のために活動を行っているのかを郡保健局職
員は理解し、住民との活動に正面から向き合うように
なりました。何より、住民たちが郡保健局の職員を信
頼するようになり、笑顔で活動に参加する住民の姿
が、彼らの意識を変えていったと確信しています。そ
して、このような活動の積み重ねにより、1 歳未満児
での低体重児率は 2009 年の 23.4% から 2014 年に
は 7.6% に、1 歳以上 5 歳未満児での低体重児率の同
年比較では、57.6% から 32.9% まで減少しました。
妊婦健診への参加率は常に 90% を超え、施設分娩率
も 2010 年の 26% から 2014 年には 50% と増加し
ています。また、ビタミン B1 欠乏による乳児死亡は
2013 年以降見られていません。この成果は、ラオス
保健省も高く評価しています。これは住民と郡保健局
職員の意識の変化がもたらした成果です。
　これまでのセバンファイ郡での活動経験に基づき、
新たにサイブートン郡での活動を 2016 年から実施す
ることを決めました。郡保健局からの情報と ISAPH
の事前調査では、妊産婦死亡率及び乳児死亡率がまだ
高く、5 歳未満児の栄養不足、感染症の疑いによる乳
幼児の死亡がある地域です。
　この 10 年間のセバンファイ郡での活動におけるカ
ウンターパートや住民との信頼関係の構築は、これま
で活動に携わってきた職員全員の努力の賜物だと思い
ます。このような信頼関係をこれからも大切に、新た
なサイブートン郡での活動に臨みたいと思います。

意識改革がもたらした成果
　～ラオス国セバンファイ郡での活動を終えて～

ISAPH事務局

ラオスからの報告
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バーシーの様子

パネルシアターの3大栄養素ゲームを楽しむ参加者たち

　2005年からラオスのカムアン県セバンファイ郡で
母子保健プロジェクトを実施してきましたが、2015
年12 月でその支援を終了しました。活動最終月とな
る12月は活動終了後に各村でお別れ会を行いました。
その際、どの村もラオスの習慣であるバーシーと呼ば
れる儀式を実施してくれました。ISAPHからはお別れ
の挨拶として、住民を含め活動に関わる人々がISAPH
の活動に理解を示してくれ、10 年間活動を行うこと
が出来たことに対する感謝、今後も引き続き郡保健局
を中心として保健活動を継続してもらいたい旨などを
伝えました。各村の村長からは ISAPH の支援のおか
げで母子の健康状態が改善したことなどが触れられ、
ISAPHに対して感謝の言葉をいただきました。
　10 年間に亘る活動の中で、私は最後のプロジェク

　2015 年 11 月 13 日～ 15 日にラオスの首都ビエン
チャンで日ラオス外交関係樹立 60 周年記念「第 3 回
ジャパン・フェスティバル」が開催されました。約
40 団体のブースが出展され、ステージではファッショ
ンショーや武芸披露等、日本やラオスの文化を感じさ
せる様々な演出もあり、2 年前の前回を上回る累計約
11,000 人が来場し会場は終日賑わっていました。
　ISAPH はスタッフ 4 名、ボランティア 6 名と共に
ブース出展しました。この機会に多くの方へ ISAPH
の活動を理解していただきたいという思いを込め準備
に取り掛かりました。ラオス語・日本語・英語のパン
フレットの用意、過去 10 年間の活動を振り返った写
真展、5 歳未満児対象の体重測定と成長曲線での体重
評価の実施、パネルシアターの設置、一目でブース内
容が理解できるようなポスターも展示しました。国内
外からの観光客や一般の方、日本や海外の活動団体、
同業団体、政府関係者等多くの方に来展していただき、
一人一人に活動紹介をしました。500 部のパンフレッ
トは全てなくなり、パネルシアターを用いた栄養指導
は子どもだけでなく大人も一緒に盛り上がり、募金箱

トにしか携わっていませんが、その中で文化や言葉の
異なるラオス人と仕事をすることは、仕事に対する考
え方も異なり苦労も多々ありました。また、現在では
郡保健局が中心となり自分たちで保健活動を実施でき
ていますが、この10 年間紆余曲折を経てここまで来
たのだろうと思い、今までプロジェクトに関わった方々
の苦労も考えると感慨深いものがあります。活動で関わっ
たセバンファイ郡の人々と離れるのは寂しく思いますが、
今回のお別れ会では最後に住民や各村の関係者と触れ
合うことができ、とても有意義なものとなりました。

にも多くのご支援をいただきました。また、「ラオス
のためにありがとう」「素敵な活動ですね」といった
共感や励ましの言葉をいただけました。ラオス国内外
の母子保健事業や国際協力、ISAPH の活動に対して等、
それぞれの視点・思いを知り、相互理解を深める場に
もなったのではないかと感じています。
　今回の ISAPH の活動紹介を通し、確かな成果が存
在する活動として多くの方に共感していただけました。
長年の活動に関わられた関係者一人一人の思いや努力
があり、今に繋げられているからだと思います。参加
者の中には ISAPH への更なる支援を考えていらっしゃ
る方もいて、サポートの枠を広げる機会にもなりまし
た。今回の出展を一つのきっかけとして日本やラオス、
海外の様々なサポートを受け、過去や現在の皆さんの
思いを繋げ ISAPH の活動がより発展することを願っ
ています。

セバンファイ郡母子保健プロジェクト
終了のお別れ会を実施

日ラオス外交関係樹立60周年記念
第3回ジャパン・フェスティバル
参加レポート

ISAPHラオス　赤羽　由香

ISAPHラオス（インターン）　百合澤　順子
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マラウイ事務所スタッフと

事務局からの報告

継続は力なり――
ISAPH理事に就任して

帰国のご挨拶

ISAPH理事　渡
わた

部
なべ

　和男

ISAPHマラウイ　片岡　えりか

　昨 2015 年 10 月末、私は駐コロンビア日本国大使
の任務を終え、39 年に及ぶ外交官生活に終止符を打
ちました。そして 12 月、ISAPH 理事に就任いたしま
した。
　これまで勤務したどの国でも、保健医療、特に母子
保健の重要性を痛感してきました。乳幼児死亡率の低
下、妊産婦の健康確保は、国連の追求するテーマであり、
MDGs（ミレニアム開発目標）、SDGs（持続可能な
開発目標）の一つにもなっています。
　インドシナ三国のなかでも特に貧しいラオスでは、
経済インフラ、教育、保健医療など多くの分野で国際
協力が重要な役割を果たしています。ISAPH のプロジェ
クトを実施しているタケク地区では、活動を始めてか
ら、地域の乳幼児死亡率、妊産婦の栄養状態が他の地
域と比較して大きく改善しました。この成果は胸を張っ

　2014 年 8 月からマラウイにてプロジェクト調整員
として赴任しておりましたが、この度 2015 年 10 月
をもって業務を終了し日本に帰国いたしました。
　マラウイでの ISAPH の「子どもにやさしい地域保
健プロジェクト」 は 2013 年に始まったばかりで、
どうすればより地域に根差す活動になるのかと試行錯
誤しながら活動を広げていく日々ではありましたが、
それと同時にボランティアなど地域の人々と一から作
り上げていく面白さを味わうこともできました。プロ
ジェクトの活動が拡大するにつれ、最初は栄養のこと
にあまり関心を示さなかったボランティアからも、「研
修で学んだことを取り入れて、家でも子どもの食事を
準備するようになり、子どもが病気になりにくくなっ
た」などという声も聞かれるようになりました。栄養
の問題はなかなか目に見えにくいものですが、今後も
栄養改善の取り組みが住民たちの手によって続いてい
くことを願っています。
　マラウイでの地域保健活動は、現地の保健局や医療
機関の協力なしには成り立ちません。プロジェクトの
実施にあたり、地域の現状を踏まえた上で、いつも様々

て PR できる内容です。
　一方、アフリカの最貧国であるマラウイにおいても、
多くの乳幼児が栄養不良であり、マラウイ政府の最重
要課題となっているところ、ISAPH は、JICA 草の根
技術協力事業よりの支援を受けて、その改善に取り組
んでいます。
　このような国際協力で常に大切なことは、長年、プ
ロジェクトを継続することにより先方関係者の信頼を
勝ち得ることです。ISAPH によるラオス及びマラウ
イでの協力を 2005 年に開始してから 10 年以上にな
ります。細々とではありますが着実に「結果」を出し
てきています。
　ここに ISAPH の活動をご理解・ご支援いただいて
いる読者の皆様方に御礼申し上げるとともに、これま
で ISAPH の事業を理事長としてご指導いただいた
小早川隆敏東京女子医大名誉教授、また、ISAPH の
活動を物心両面で支えていただいている井手義雄聖マ
リア病院理事長に敬意を表させていただきます。
　月並みな表現ではありますが、「継続は力なり」と
いう言葉をもって ISAPH 理事就任のご挨拶といたし
ます。

な助言や協力をしてくださったムジンバ県病院やエディ
ンゲニヘルスセンターのスタッフに深く感謝していま
す。またボランティアや地域住民と一番近いところで
活動をする現地スタッフの存在も、なくてはならない
ものでした。若さあふれる彼らの今後の更なる活躍を
願っています。
　最後になりましたが、これまでご指導・ご支援くだ
さいました皆様に感謝申し上げます。ありがとうござ
いました。
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サイブートン郡での調査最終日に現地スタッフと昼食をとる様子 村の子どもたちに手洗い指導を実施

海外インターンシップ終了報告

ISAPHラオス（インターン）　百合澤　順子

　NPO 法人 GLOW のインターンシップの一環として、
2015 年 7 月から 12 月まで約 5 カ月間 ISAPH ラオス
事務所で研修を受けさせていただきました百合澤順子
と申します。
　幼い頃から国際協力に興味があり、いつか国際協力
に携わる仕事がしたいと思い看護師、助産師になりま
した。今回海外研修を受けるにあたり、今までニュー
スや報道から得る情報やイメージだけで考えるのでは
なく、実際に現地に行き率直にどう感じ自分に何がで
きるのかを考え、途上国の状況を知りたいという目的
がありました。
　今まで山梨県や鹿児島県の主に産婦人科病棟勤務し
か経験のない私にとって、ISAPH の母子保健事業・
スタディーツアー・イベント出演などの様々な経験は
とても新鮮で刺激的な毎日でした。日本とは文化や歴
史や生活そのものも違い、結婚年齢も早く 10 代の若
年妊婦も多く、乳幼児や妊産婦死亡率が高く、医療水
準の違いやインフラが整っていない状況など多くの戸
惑いや衝撃も多かったですが、ラオス独自の歩みをもっ
て経済状況も医療水準も昔より改善されている状況を
知り、その国や地域の独自の前進を尊重することが大
事なのではと思いました。
　特に、ISAPH のラオスでの活動は、現地のラオス

の保健医療スタッフが主体となって自分たちで村人た
ちの健康を守っていけるようにサポートしています。
村人たちの昔からの習慣的な知識や考え方を変えるの
は並大抵なことではなく、対象の母子だけでなく村人
一人一人に確かな知識を伝達するのに、村人たちや現
地スタッフとコミュニケーションをとり、長い年月を
かけて信頼関係をつくるという地域に根付いたサポー
トこそ、持続可能な確かな国際協力ではないかと思い
ます。
　また、2015 年という年は様々な局面で節目の年で
した。ISAPH では 10 年間のセバンファイ郡での活動
を終了し新活動地での活動に向けた準備の年、MDGs
の評価の年、日ラオス外交関係樹立 60 周年、ラオス
建国 40 周年、JICA 青年海外協力隊派遣 50 周年とい
う年にちょうど海外研修を受けさせていただき、それ
ぞれの今までの活動や歴史を振り返る機会や、いろい
ろな方のお話を伺う機会に恵まれました。
　振り返ると 5 カ月間はあっという間でしたが、皆様
のお力をお借りして充実した海外研修を受けることが
できました。関わってくださった皆様には心から感謝
申し上げます。今後は国内の地域医療に携わり地域保
健医療を支えるノウハウを学んでいきますが、これか
らも自分に何ができるのかをラオスで学んだ海外研修
を活かして考え続け、いつか実践していきたいと考え
ています。またどこかでお会いした時など、お声をか
けていただけたら幸いです。この度は海外研修を受け
入れてくださり本当にありがとうございました。

寄付をいただきました

ISAPH事務局

i サイクル様より、72,624円の寄付をいただきました。ありがとうございました。
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最近のできごと 2015年10月～2016年1月

※本ニュースレターの発行は、社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院にご協力をいただいています。

【ISAPHニュースレター　第23号　編集スタッフ】
石原 潤子／磯 東一郎

【福岡事務所】
〒813-0034
福岡県福岡市東区多の津4-5-13　スギヤマビル4階
TEL.092-621-8611

【東京事務所】
〒105-0004
東京都港区新橋3-5-2　新橋OWKビル3階
TEL.03-3593-0188　FAX.03-3593-0165

E-mail　jimukyoku@isaph.jp
URL　http://isaph.jp/

◦厚生労働省臨床研修指定病院
◦厚生労働省歯科臨床研修施設
◦厚生労働省臨床修練病院
◦地域医療支援病院
◦福岡県救命救急センター
◦福岡県総合周産期母子医療センター
◦福岡県救急告示病院
◦福岡県地域災害拠点病院

◦福岡県エイズ治療拠点病院
◦福岡県肝疾患専門医療機関
◦福岡県災害派遣医療チーム指定医療機関
◦福岡県第二種感染症指定医療機関
◦地域がん診療連携拠点病院
◦福岡県小児救急医療電話相談施設
◦福岡県児童虐待防止拠点病院
◦久留米広域小児救急医療支援施設

◦A Baby-Friendly-Hospital-Initiative
　（赤ちゃんにやさしい病院）WHO・ユニセフ指定
◦自動車事故対策機構NASVA療護施設
◦ISO 9001認証施設
◦ISO 15189認定施設
◦日本医療機能評価機構認定施設（一般病院Ver.6.0）
◦日韓医療技術協力指定病院
◦久留米市病（後）児保育施設

理事長：井手 義雄　　病院長：島 弘志
〒830-8543　福岡県久留米市津福本町422
TEL.0942-35-3322㈹　FAX.0942-34-3115
URL　http://www.st-mary-med.or.jp

社会医療法人
雪の聖母会 聖マリア病院

ISAPHの役員名簿

役　職 氏　名 備　　　考

理事長 小早川 隆敏 東京女子医科大学名誉教授

理　事 深見　 保正 元福岡県企業管理者

理　事 浦部　 大策 聖マリア病院国際事業部

理　事 江藤　 秀顕 神山復生病院

理　事 渡部　 和男 前駐コロンビア日本国大使

監　事 竹之下 義弘 弁護士（東京六本木法律特許事務所）

【ラオス】第9回National Health Research 
Forum（ビエンチャン）に参加

【ラオス】次期MOUのための調査をサイブート
ン郡で実施

ISAPH事務局の磯が東京女子医科大学で講義

【ラオス】日ラオス外交関係樹立60周年記念第3回
ジャパン・フェスティバル（ビエンチャン）に参加

【マラウイ】ISAPH事務局の齋藤をマラウイに派遣

【ラオス】カシ地区において、ご寄付いただい
た靴を配布

【マラウイ】One by One様のご支援により、低栄養
児を対象とした治療プログラムへの緊急支援を開始

地球市民どんたく2015（福岡）に参加

マラウイ「子どもにやさしい地域保健プロジェクト」
のカウンターパート2名を研修のため日本に招聘

渡部和男氏がISAPH理事に就任

【マラウイ】ISAPH事務局の磯をマラウイに派遣

【ラオス】シーブンフアン・カンペータイ・カ
シ地区の定期活動においてプロジェクト終了の
お別れ会を実施

【ラオス】カンペータイ地区において、ご寄付
いただいた靴を配布

【ラオス】国立病院の運営管理強化を目的として、
聖マリア病院とISAPHが合同で実施している
病院管理研修に参加するため、保健省とマホソッ
ト病院の研修員4名が日本へ出発

【マラウイ】成長モニタリングへ一度も参加した
ことのない児に対するフォローアップ調査を実施

【マラウイ】低栄養児を対象とした治療プログ
ラムに対するフォローアップ調査を実施

【マラウイ】新生児の成熟度に関する調査に対
するフォローアップ調査を実施

10月13日・14日

10月21日・28日

10月28日

11月13日～15日

11月21日〜4月28日

10月5日～8日

11月25日

11月14日・15日

11月24日～12月2日

12月1日

12月5日～16日

12月7日～24日

12月14日～18日

12月16日

12月17日～23日

1月27日

1月28日～2月5日

ISAPHの活動を発展させるた
めに、一人でも多くのご入会、
ご寄付をお待ちしております。

法人会員

一般会員

年会費：30,000円

年会費：3,000円

【振込先】
郵便振込　口座名　特定非営利活動法人ISAPH
　　　　　口座番号　00180-6-279925

入会ご希望の方、ご寄付をお願いできる方は、
ISAPH事務局までご連絡いただければ幸いです。

特定非営利活動法人ISAPH


